
払果

報

」

　
　
　
　
⑳
史
學
研
究
會

例
會
　
一
月
費
三
日
午
後
一
時
よ
り
京
都
帝
國
大
墨
樂
友
會
館
に

於
て
開
催
、
左
の
講
演
あ
り
、
來
會
者
百
鈴
掛
。

　
南
洋
諸
島
の
土
俗
學
的
調
査
文
學
士
　
宇
野
圓
室
君

　
咋
年
七
月
よ
り
十
二
月
中
旬
に
亘
り
南
洋
特
に
英
領
蘭
領
臼
本

委
任
統
治
領
請
島
を
税
察
し
た
勤
行
の
経
踏
及
び
其
間
に
訪
問
し

た
U
窮
q
⇔
人
寓
霞
暮
　
人
等
の
請
種
族
の
生
活
歌
態
に
就
て
蓮

べ
、
併
せ
て
其
採
集
に
係
る
ボ
ル
ネ
オ
、
タ
イ
ヤ
人
呪
彿
人
形
、

ジ
ャ
ワ
文
貝
葉
佛
敏
経
典
等
の
諸
品
を
白
魔
に
供
せ
ら
れ
た
Q

　
鮮
華
族
行
談
　
　
　
　
　
　
工
學
博
士
　
天
　
沼
　
俊
　
…
君

　
昨
秋
、
朝
鮮
支
那
に
出
張
し
て
種
々
の
強
物
血
続
の
調
査
申
專

攻
の
立
場
に
基
く
古
代
建
築
の
概
賂
を
述
べ
ん
ε
て
、
慶
州
、
扶

蝕
、
京
城
か
ら
李
壌
に
入
り
次
で
満
州
よ
り
奉
天
に
及
ぶ
間
、
親

し
く
撮
影
さ
れ
た
多
く
の
工
面
ぐ
」
共
に
其
の
主
要
な
る
建
築
に
つ

い
て
、
手
法
、
襟
式
等
を
本
邦
の
そ
れ
或
は
回
敬
建
築
の
そ
れ
に

　
　
　
　
　
第
十
｝
巻
　
　
嚢
　
　
　
報

比
較
し
類
似
畿
逡
を
置
き
、
朝
鮮
建
築
の
最
も
手
法
の
優
れ
た
る

を
力
設
し
、
支
那
β
本
が
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
囑
し
さ
れ
、
最
後
に
無

識
見
の
模
倣
建
築
が
其
の
掛
倒
性
S
背
馳
し
て
み
る
こ
ご
を
以
て

結
ば
れ
た
。

㈱
讃

史

會

洲
桝
禽
日
　
一
己
月
二
十
九
日
午
隷
恢
六
時
、
轍
湘
友
命
鼠
阻
静
振
一
子
室
に
日
取
近

在
外
研
究
を
了
へ
て
蹄
朝
せ
ら
れ
た
る
牧
法
墨
部
助
敏
門
並
に
折

柄
入
洛
中
の
岩
橋
史
料
編
纂
官
を
迎
へ
て
開
會
、
三
浦
、
西
田
爾

敏
授
，
中
村
講
師
以
下
十
四
名
参
集
、
左
記
講
演
の
後
一
同
款
談

を
交
へ
午
傍
…
十
｝
時
散
…
・
挿
す
。

　
復
興
期
に
於
け
る
本
願
寺
　
　
　
　
　
　
岡
　
本
　
隆
　
男
名

　
寛
正
六
年
大
谷
本
願
寺
の
法
難
よ
り
組
廟
ε
影
像
動
座
の
こ
ご

を
設
き
本
願
寺
中
心
に
寺
院
門
前
町
の
嚢
麗
し
た
る
こ
ミ
を
蓮
べ

壁
如
蓮
如
の
事
業
を
語
り
、
つ
い
で
本
願
寺
教
圏
の
経
濟
史
料
の

鋏
如
せ
る
こ
噛
し
、
又
本
願
寺
の
世
俗
樺
籏
張
等
の
こ
ミ
に
就
い
て

説
述
す
る
所
あ
り
た
り
。

　
筑
後
樽
河
の
幸
若
舞
を
見
て
　
　
　
　
岩
橋
小
彌
太
君

　
昨
年
十
一
月
蕎
柳
河
藩
領
内
に
傳
は
り
し
幸
若
子
が
上
京
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
…
五
三
　
（
三
三
五
）



　
　
　
　
銘
十
一
巻
　
　
藥
　
　
　
報

て
そ
の
枝
を
演
じ
識
者
の
鑑
賞
に
供
し
た
る
こ
、
こ
よ
り
詮
き
趨
し

幸
若
舞
が
徳
川
幕
府
の
座
逼
に
よ
っ
て
減
亡
し
た
る
こ
「
こ
を
語
り

そ
の
越
前
に
於
け
る
家
元
は
旗
本
に
取
立
て
ら
れ
輪
番
に
江
戸
に

上
っ
て
そ
の
枝
を
演
じ
た
る
こ
ざ
あ
れ
弓
こ
そ
れ
も
今
日
全
く
傳
は

ら
す
し
て
柳
河
領
内
の
も
の
の
み
徳
は
れ
る
こ
ミ
を
述
べ
更
に
遡

っ
て
幸
若
鷺
の
起
源
よ
り
そ
の
歴
史
を
概
暗
し
唱
門
師
曲
舞
譲
曲

等
ミ
の
關
係
を
語
り
幸
墨
家
に
徳
へ
し
幸
若
丸
の
傳
設
を
説
き
更

に
先
頃
東
京
に
て
演
じ
た
る
幸
襟
帯
の
實
際
を
叙
述
摺
物
せ
ら
れ

た
り
。

　
在
外
所
感
　
　
　
　
文
學
士
　
法
話
士
　
牧
　
　
　
健
　
二
面

　
外
人
は
い
か
に
日
本
入
を
槻
察
し
て
み
る
か
の
日
干
ε
し
て
オ

ヅ
ク
ス
フ
ォ
；
ド
に
て
槻
た
る
「
ミ
カ
ド
」
劇
の
こ
ぐ
」
よ
り
設
始
め

臼
本
人
の
港
務
の
事
に
及
び
、
謡
講
入
よ
り
諸
敬
せ
ら
れ
居
ら
ざ

る
こ
ε
を
縷
饗
し
韓
じ
て
B
水
史
に
間
す
る
外
入
の
理
解
の
殆
さ

見
る
べ
き
な
き
を
い
ひ
今
後
は
國
史
專
論
者
も
大
に
外
國
語
を
修

め
て
日
本
の
貫
粗
を
海
外
に
宣
傳
す
る
の
要
あ
る
等
種
々
の
感
想

談
を
試
み
ら
れ
り
。

例
會
二
月
二
＋
日
午
後
六
時
牟
よ
り
最
近
在
外
研
究
を
了
へ
て

餅
朝
せ
ら
れ
た
る
農
學
部
助
教
授
黒
正
巌
氏
を
迎
へ
て
開
會
、
出

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
閃
門
　
（
一
二
三
山
ハ
）

導
者
西
田
教
授
中
村
講
師
以
下
十
五
名
、
左
記
講
演
あ
り
十
一
時

前
散
点
す
。

　
士
　
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
八
良
君

　
維
新
の
大
業
は
武
士
の
力
点
っ
て
力
あ
り
明
治
以
後
各
方
面
の

活
動
に
於
て
士
族
は
そ
の
中
事
人
物
ミ
な
れ
り
。
然
る
に
こ
の
武

士
階
級
の
階
級
ε
し
て
か
く
も
早
く
そ
の
就
書
室
よ
り
漕
滅
し
た

る
は
何
に
よ
る
か
ミ
て
そ
の
理
密
に
話
す
る
所
見
を
主
ミ
し
て
経

濟
的
因
由
に
就
い
て
縷
空
し
更
に
明
治
政
府
の
士
族
露
分
策
に
就

い
て
論
明
す
。

　
藩
札
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
正
　
　
　
巌
盆

　
在
外
研
究
中
子
逸
に
於
て
馬
克
紙
幣
暴
落
の
實
際
に
疸
遇
し
具

に
當
三
六
諸
人
の
窮
境
を
臼
撫
し
て
異
常
の
衝
動
を
受
け
た
る
こ

ミ
よ
り
蹄
來
…
わ
が
蕎
幕
時
代
諸
藩
に
於
て
興
行
し
た
る
藩
札
の

始
末
が
頗
る
猫
逸
紙
幣
ε
等
し
き
蓮
命
を
懸
ひ
し
こ
ε
を
思
ひ
非

常
に
興
味
を
発
え
し
が
我
國
に
於
て
こ
の
藩
札
の
類
末
に
關
す
る

研
究
の
不
充
分
に
し
て
未
だ
そ
の
實
際
の
歌
里
を
閑
明
す
る
に
い

た
ら
す
、
こ
い
ひ
最
近
岡
山
藩
に
於
け
る
藩
札
襲
行
事
傭
に
就
い
て

そ
の
根
本
史
料
を
手
に
入
れ
た
る
こ
噸
こ
よ
り
同
門
に
於
け
る
藩
札

獲
行
よ
り
最
後
に
明
治
政
府
に
引
つ
が
る
る
に
い
た
る
ま
で
の
沿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5



革
に
就
い
て
語
り
暁
々
猫
逸
に
於
け
る
恐
慌
一
極
ε
謝
比
し
て
甚

興
味
多
き
三
軸
あ
り
た
の
。

　
右
終
て
牧
野
滋
賀
縣
史
編
纂
素
任
は
滋
賀
蕎
都
の
讃
蹟
研
究
に

就
い
て
崇
騙
寺
、
梵
七
瀬
の
蓮
趾
考
定
に
撫
す
る
興
味
深
き
談
諾

あ
り
そ
れ
に
封
ず
る
禽
員
の
談
論
に
逃
場
を
賑
は
せ
り
。

支
　
那
　
學
　
會

塗
別
豫
簸
會
二
月
六
日
午
後
蒔
よ
り
京
都
帝
日
大
學
學
生
集

陸
揚
に
て
今
般
海
外
へ
留
免
せ
ら
る
・
小
島
助
数
授
の
迭
別
に
來

三
月
卒
業
す
べ
き
學
生
の
見
参
會
を
兼
ね
て
開
催
せ
り
來
會
考
諸

敬
授
卒
業
生
學
生
等
約
四
十
名
左
の
講
演
あ
り
。

　
一
宮
内
雀
圏
書
寮
所
藏
の
史
集
類
に
っ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
憩
田
喜
繍
郎
翁

　
先
づ
地
志
の
書
が
史
類
の
約
三
分
の
一
を
占
む
る
こ
獅
こ
よ
り
宋

旗
本
太
李
簑
彊
記
選
挙
輿
勝
魔
習
事
の
地
誌
，
曹
神
山
の
蜀
中
方

物
記
、
相
盛
歴
代
國
郡
藤
理
圖
、
宋
奨
薗
後
漢
書
、
繰
暦
二
十
三

年
正
月
二
乎
嚇
日
下
秀
吉
勅
、
同
十
八
年
三
月
朝
鮮
國
起
電
、
康

灘
帝
賜
中
山
王
爾
貞
勅
書
、
東
榎
書
の
偽
事
閣
碑
拓
本
、
南
宋
高

慢
書
の
佛
頂
光
明
塔
碑
拓
本
、
萢
石
奇
書
の
育
王
事
貸
馬
拓
木
の

　
　
　
　
　
第
十
…
巻
　
　
藁
　
　
　
報

詳
細
を
述
ぶ
。

　
一
、
股
文
比
法
の
前
題
　
　
文
學
博
士
　
鈴
木
　
虎
雄
君

古
く
は
翠
封
、
次
で
四
六
の
隔
封
長
隠
構
の
起
り
し
維
緯
よ
り

明
の
黄
謙
卑
の
洪
武
十
八
年
作
の
文
に
股
丈
の
形
式
既
に
現
は
れ

た
る
こ
ε
を
論
じ
股
丈
の
踏
襲
は
南
宋
の
朱
窯
の
頃
よ
り
存
す
る

こ
ε
を
、
謹
明
し
朱
子
の
中
庸
或
問
等
の
文
に
適
例
を
求
め
、
最
後
，

に
股
文
の
淵
源
を
ば
散
文
的
の
四
六
文
に
在
り
ミ
断
ぜ
ら
る
。

　
右
終
り
て
記
念
撮
影
あ
り
、
此
間
新
城
博
士
よ
り
東
洋
文
庫
論

叢
第
五
ε
し
て
公
刊
せ
ら
れ
た
る
飯
島
忠
夫
氏
の
支
那
古
代
史
論

の
暦
法
に
燃
す
る
研
究
に
つ
き
意
見
の
相
違
あ
る
黙
を
明
快
に
設

明
せ
ら
れ
終
っ
て
席
を
樂
友
會
館
に
題
し
て
晩
饗
を
共
に
し
午
後

八
時
過
散
會
せ
り
。

鯵
西
洋
史
護
書
會

例
禽
国
璽
年
十
二
月
十
七
日
定
刻
樂
友
會
館
に
て
開
催
、
坂
口
歎

授
、
時
野
谷
翼
壁
授
、
中
原
墨
士
、
墨
生
＋
撒
十
善
席
、
左
の
二

陣
の
嚢
表
あ
り
。

　
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
國
家
組
織
　
　
　
大
　
石
　
　
　
潔
翁

　
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
は
プ
リ
タ
一
一
ア
に
侵
入
し
て
七
難
國
を
建

集
二
號
　
　
　
一
五
五
　
（
三
三
七
）



　
　
　
　
第
十
一
巻
　
　
漿
　
　
寝

て
し
が
後
ノ
♂
”
⑦
沼
。
呂
こ
れ
等
を
統
一
し
て
翻
誤
霞
な
ご
乙
を
一
定
せ

り
、
つ
い
で
デ
ー
ン
入
の
侵
入
あ
り
、
二
者
の
璽
隣
は
英
國
史
を

形
成
す
る
に
至
れ
り
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
肚
界
は
奴
隷
、
自

由
．
艮
、
貴
族
の
三
階
級
よ
り
成
り
、
各
人
民
は
夢
毒
。
。
三
〇
叉
は

亡
霊
を
組
織
し
、
こ
れ
に
集
會
あ
り
，
又
　
づ
蝕
旨
v
巨
。
・
三
岬
鱗

畢
多
－
ぼ
§
島
鼠
に
も
民
會
あ
り
、
国
風
に
至
の
て
紛
罫
Φ
生
す

こ
れ
等
相
集
り
て
王
畿
を
な
し
、
議
會
ε
し
て
は
、
葱
ψ
§
お
○
曹
η

あ
．
り
、
全
艦
ε
し
て
は
制
限
せ
ら
れ
し
專
制
王
國
に
し
て
そ
の
下

に
議
會
ら
し
き
も
の
存
し
以
て
蟹
草
組
織
を
な
す
云
々
。

　
と
＄
9
津
。
髪
。
脇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
里
　
朝
　
秀
君

　
｝
■
b
d
’
切
仁
二
教
授
の
冠
＄
無
津
。
興
甜
。
。
の
序
論
の
紹
介
に
し

て
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
進
歩
の
槻
念
な
く
中
世
に
至
り

て
も
初
期
に
は
な
か
り
し
が
饗
。
α
q
窺
切
8
9
H
に
よ
り
て
胚
胎
し

ル
、
年
ヅ
サ
ン
ス
時
代
に
基
礎
な
り
、
十
六
世
紀
に
及
ん
で
大
い
に

進
み
、
｝
巳
切
。
（
管
9
津
嘗
畠
響
8
p
は
そ
の
代
表
者
な
侮
℃

例
會
二
月
四
日
樂
友
會
館
に
て
近
く
外
遊
せ
ら
る
・
時
野
谷
助

教
授
の
途
別
を
兼
ね
て
開
催
、
坂
口
教
授
時
野
谷
助
教
授
菅
原
中

原
大
村
畢
士
學
生
十
撒
名
來
會
漱
談
裡
に
會
愈
し
、
終
っ
て
別
室

に
て
左
の
嚢
表
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
六
　
（
三
三
八
）

　
ス
フ
イ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
大
館
宗
憲
君

　
ス
フ
イ
ズ
ム
即
ち
回
敏
の
重
爆
主
義
は
イ
ス
ラ
ム
の
一
派
に
し

て
そ
の
名
構
は
ψ
a
（
読
く
O
O
一
Φ
P
　
Ω
｝
P
侮
）
　
よ
り
生
じ
」
質
素
を
旨
ε

し
赫
に
仕
へ
、
イ
ス
ラ
ム
の
正
義
S
異
り
て
神
の
愛
を
酷
き
、
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

欲
心
申
エ
義
懸
榊
蓮
‡
｛
義
な
り
き
。
ヘ
ジ
ラ
後
＝
蹴
世
紀
に
云
出
り
新
し
き
ス

フ
イ
ズ
ム
生
す
。
イ
ス
ラ
ム
以
外
の
要
素
邸
ち
ネ
オ
ブ
ラ
ト
ニ
ズ

ム
、
佛
教
基
督
敏
グ
ノ
ス
チ
シ
ズ
ム
等
の
加
味
さ
れ
し
新
ス
フ
イ

ズ
ム
は
以
繭
の
禁
慾
懸
逓
的
よ
り
紳
秘
的
興
想
三
昧
的
、
接
淋
的

ε
な
り
、
遽
に
極
端
な
る
汎
魂
棚
傾
向
の
も
の
ミ
な
れ
り
。
ス
フ

イ
ズ
ム
は
永
く
イ
ス
ラ
ム
に
於
て
異
端
観
せ
ら
れ
し
が
ρ
学
Q
一
？

N
巴
の
時
に
至
り
て
イ
ス
ラ
ム
の
正
敏
ξ
し
て
認
め
ら
る
、
に
至

れ
り
云
々
。
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史
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